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中野電車区現行８２行路（水道橋泊行路）の三鷹発御茶ノ水終を御茶ノ水
駅まで乗務した後、水道橋留置に向けてエンド交換を行います。その折り返

し時間の５分間で御茶ノ水駅の駅員による車内清掃が行われるはずですが、

緩行電車の貫通作業と急行上り電車『東京終』の列車出しを行うため、時間切
迫となりそのまま発車時刻になります。この１年間、実際には車内清掃が行

われていないのが現状です。汚物がある場合でもそのまま発車となり翌日も

その状態のまま出区します。果たして翌日の初電にご乗車になるお客さまは
どのような気持ちになるでしょうか？JR 東日本では『顧客満足度 鉄道業界

No.1』を目指しています。しかしこのようなサービスレベルでは顧客満足度
どころか会社の信頼を失墜させてしまう可能性もあります。 

昨年 9 月末に行われた 2020
年度ダイヤ改正検証について

の申し入れの団体交渉を行い

ました。そこで会社側は折り返
し時分の見直しや環境アクセ

スの契約も含め、次期改正に向

け検討していくと言及しまし
た。しかしこの約半年、会社か

らの提案はなく今年 2 月に行

われた 2021 年度ダイヤ改正
の団体交渉では運転士が清掃

をすることを含め検討すると した回答にとどめました。新しいダイヤでは、 
 折り返し時間は幾分確保されましたが清掃要員を確保する旨の具体的な説

明はないまま、先日運転士が清掃することが決定しダイヤ改正を迎えるこ

ととなります。   
 


